フェルメールの新たな発見 (1) : 音楽学部の学生のための美術史 by 小林 英樹




























54 mixed muses no.7
しれない。それはイタリア自身の胎動の予感というよりも、ヨーロッパ全体が
新しい局面に移行する時代を反映する意識の現われであったといえる。
























































































結婚するに及びハプスブルク家の所領となった。続いて 1556 年、カルロス 1
世がこの地をフェリッペ 2 世に与えてスペイン領になった。フェリッペ 2 世
が宗教的理由と貿易上の対立関係を理由にオランダに対し様々な圧力を加えて
きた。このように、オランダは魅力ある土地として、オーストリア、スペイン









































いたのは 24 歳ころと思われている。《取り持ち女》（図 6）、《まどろむ女》（図
3）、《窓辺で手紙を読む女》（図 4）、《牛乳を注ぐ女》（図 5）などは 25、26
歳くらいまでの作品と思われる。「思われる」と書かなければならないのは、フェ
図 3　まどろむ女、87.6cm × 76.5cm































図 4　窓辺で手紙を読む女、83cm × 64.5cm











図 5　牛乳を注ぐ女、45.4cm × 40.6cm












































図 6　取り持ち女、143cm × 130cm


































































図 8　デルフトの眺望、96.5cm × 115.7cm
















図９　2011 年 9 月の写真
68 mixed muses no.7
うだろう。街並みは人々の頭の上に乗るようなかたちで写ることになる。
　写真の船首の高さに比べると、《デルフトの眺望》の近景の人物たちの背丈
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